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はじめに
　古代学研究所が、2009年度からめでたく第ll期の研究活動に入ることになり、『古代
学研究所紀要』を継承することになりました。第1期は、文部科学省の学術フロンティ
ア推進事業「日本古代文化における文字・図像・伝承と宗教の総合的研究」（2004～2008
年度）のプロジェクトでした。今年度からは同じ文部科学省ですが、名を私立大学戦略
的研究基盤形成支援事業、と改めました。テーマ名も新しく、　「日本列島の文明化を究
明する古代学の総合化研究」　（2009～2013年度）となりました。
　「日本古代学」として、学問の総合化を強く意識するとともに、組織的な大学院教育
改革推進プログラム「複眼的日本古代学研究の人材育成プログラム」　（大学院GP）と
の連携をはかるプロジェクトということになります。参加者は文学・歴史学・考古学の
研究者ですが、研究分担者も一部変更があり、新しいスタッフでのスタートとなります。
これまで以上に学際性と国際性の視点を持って、日本古代学の構築をめざしたいと考え
ています。スタッフとしては、研究分担者のほかにリサーチ・アシスタント（RA、3名）
と研究協力者・嘱託職員となります。スタッフの協力を得て進めていきたいと思います。
　研究体制としては、学際性を強化するため、2領域から構成されるサブユニットを3
つ組織し、学外からも研究者に参加してもらいました。
　第1サブユニットが①「列島文化の中心と周縁」（考古学と文学、代表は石川日出志）、
第2サブユニットが②「支配・統治と文字使用」　（歴史学と考古学、代表は吉村武彦）、
第3サブユニットが③「物語りと伝承」　（文学と歴史学、代表は日向一雅）です。この
3つのサブユニットを通底する分析手法として、文化を含めた「資源」概念を用いるこ
とにしました。この資源をキーワードとして、①「資源の利用と生産・文化」、②「資
源と社会組織・文字利用」、③「物語文芸と文化資源」という切り口を用意しました。
こうした分析手法と切り口から、新しい日本古代学を構想し、構築していきたいと考え
ています。
　研究成果は、研究所紀要とともにホームページを活用して、第Il期の日本古代学の研
究を世界に向けて発信していく計画です。学内の準備状況からホームページが遅れてい
ますが、紀要とほぼ同時に開始される予定です。皆さまのご支援を切に希望します。
　　　　　　　2009年11月
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